
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2024年7 月21 日(日)13:30～16:00 

『生活も親戚も名前も謎。小さなハネカクシの研究』 
みなさんはハネカクシという小さな昆虫を見たことがありますか？ 

ハネカクシの多くは森の落ち葉のなかで暮らしていますが、 

なかにはアリの巣やキノコなど、変わった場所から見つかるものもいます。 

体の細部の形や、暮らしぶり、系統関係などがいまだによくわかっていない種、 

さらには学名さえつけられていない種が本当にたくさんいます。 

今回は、僕がハネカクシを題材に研究している、分類学や系統学という分野の 

研究内容を紹介します。また、現在の進路を選択すること 

になった経緯もあわせてお話ししたいと思います。 
 

〈講師〉 

野崎 翼 氏 

九州大学 生物資源環境科学府 昆虫学分野 博士課程２年 

北海道育ちで、幼いころから昆虫やクモ、ミジンコなどの小さな生き物 

を眺めて絵を描くことが好きでした。折り紙も幼いころからの趣味です。 

九州大学農学部に入学して以来、約７年間糸島市に住んでいます。 

 

 

第１７回 
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場所:唐津市近代図書館 4階会議室(唐津市新興町23) 

対象:中高生  定員：40名   参加無料 

【主催】 edu ラボ   

お問い合わせ：0955-72-0508 

✉2016edulab@gmail.com 担当：百武               

【協力】 九州大学社会連携推進室科学コミュニケーション推進グループ 

【後援】 edu ラボ有志者の会、唐津市教育委員会、玄海町教育委員会      https://forms.gle/61a4aoHPQ6RkTywq5 

 

 

こちらのフォームより 

お申込みください。 

未来のおとな 


